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１．これまでの検討経緯と今回の論点



１．これまでの検討経緯と今回の論点

○「今後の高速道路のあり方中間とりまとめ(高速道路のあり方検討有識者委員会、平成23年12月)」において、効率性を阻害する渋滞ボトルネック対策
の重要性が指摘されたこと

○社会資本整備審議会道路分科会基本政策部会においても、渋滞対策を含め、道路利用の適正化が議論されていること
○交通観測技術の進展・普及により、道路交通状況の詳細に係るデータが容易に取得可能となるなど、観測環境に大きな改善が見られること等を踏まえ、

課題の状況を継続的に把握・共有するとともに、新たな交通観測データの分析等により効果的な渋滞対策の推進に取り組むこととしました。
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今後の渋滞対策の方針

渋滞対策検討の経緯
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渋滞が確認されない箇所

２エリア
（４２区間、１３７箇所）

１１３箇所

一般道路

主要渋滞箇所

高速道路

５区間

渋滞が確認された箇所

出典：第11回群馬県移動性（モビリティ）・安全性向上検討委員会 資料2を加工

現地の状況により確認
道路管理者・事業者等からの意見

■群馬県の主要渋滞箇所（H24.1.24公表）の選定フロー

事務局（案）
■選定要件による抽出
①渋滞多発
<渋滞長10kmの渋滞が毎週発生する区間
=渋滞量520km・h/年以上>

IC ３区間
②特定日に混雑
＜休日に20回に1回程度混雑する区間
=休日5%タイル速度が40km/時以下＞

IC ２区間
③容量超過の課題区間
＜混雑度1.0以上の区間＞

IC ０区間

１．これまでの検討経緯と今回の論点

０区間

追加意見
■パブリックコメントによる抽出
①道路利用者(一般の地域住民)
②関係民間事業者
(トラック協会、バス協会、ハイヤー協会、
観光協会)
③道路管理者(行政)
(国、NEXCO等高速道路会社は除く)

１７区間

事務局（案）
■選定要件による抽出
①渋滞多発
<平日昼間12時間の平均旅行速度が20km/
時以下の箇所>
<平日ピーク時の平均旅行速度が20km/
時以下の箇所>

７１箇所
②特定日に混雑
＜休日ピーク時の平均旅行速度が20km/
時以下の箇所＞

１１箇所

３８２箇所

最新データ
により確認

１７箇所２９８箇所

現地の状況により確認 道路管理者・事業者等からの意見

３００箇所

追加意見
■パブリックコメントによる抽出
①道路利用者(一般の地域住民)
②関係民間事業者
(トラック協会、バス協会、ハイヤー協会、
観光協会)
③道路管理者(行政)
(国、NEXCO等高速道路会社は除く)

３１５箇所

５４区間
（１３２箇所）



モニタリング等による検証・評価

最新の交通データに基づく渋滞状況の確認

実施した対策の効果について、道路利用者（バス・タクシー・トラック等運輸事業者、観光関係

団体等）の実感を確認

・一定期間選定要件以下 → 主要渋滞箇所の取り下げ(終了）
・対策終了後、一定期間選定要件以下 → 渋滞対策の終了
・対策終了後、選定要件以上 → 新たな渋滞対策の検討
・主要渋滞箇所以外の箇所が選定要件以上 → 主要渋滞箇所の追加

■今後の群馬県における渋滞検討マネジメントサイクル
•今後の対応方針

○各主要渋滞箇所の渋滞対策について、各道路管理者や警察が道路利用者の協力を得つつ検討箇所の抽出、渋滞要因の分析、対策の立案・実施
を行っていきます。

○今後、渋滞箇所や渋滞状況が変わることが想定されることから、群馬県域移動性（ﾓﾋﾞﾘﾃｨ）・安全性向上検討委員会で主要渋滞箇所やその対応方
針について見直しを行って参ります。

主要渋滞箇所の対策の立案

各主要渋滞箇所について、各道路管理者や警察が道路利用者の協力を得つつ検討箇所の抽出、

渋滞要因の分析、対策を立案

各主要渋滞箇所の対策の検討にあたっては、各道路管理者が渋滞状況、対策の方針、今後の

対策案、対策案の概要を整理

円滑な渋滞対策の実施を実現

各道路管理者が個別に立案した対策に基づき対策を実施

他機関の実施施策等との連携・調整を図りながら対策を実施

Ｐｌａｎ （計画）

主要渋滞箇所の見直し

道路管理者が、モニタリング等による検証･評価を踏まえ、主要渋

滞箇所の見直し案を作成

群馬県域移動性(ﾓﾋﾞﾘﾃｨ)・安全性向上検討委員会において、主

要渋滞箇所の見直しを議論

Do（実行）

Ｃｈｅｃｋ（評価）

Ａｃｔｉｏｎ（改善）

現在

Action

Plan

Do

Check

今後
Ｐ･Ｄ･Ｃ･Ａサイクルの実現に
よる確実な渋滞対策の実施

対応方針の策定

5
出典：第12回群馬県移動性（モビリティ）
・安全性向上検討委員会 資料2(抜粋）

１．これまでの検討経緯と今回の論点



6

■委員会の論点

○これまでの取り組みを踏まえて、以下の点について意見交換を実施していただきたい。

①渋滞対策の進捗状況
・群馬県内の主要渋滞箇所の対策進捗状況を確認

②対策済箇所の効果確認
・H25年度に対策済となった箇所の効果確認（渋川西バイパス、前橋笠懸道路（鹿交差点改良））

③最新の交通状況による分析
・最新の交通状況による選定要件との適合状況（モニタリング結果）

④優先対策箇所の選定方法・考え方
・優先対策箇所の選定方法・考え方について

⑤「道路を賢く使う」観点での渋滞対策のあり方
・「道路を賢く使う」とは
・群馬県内における道路を賢く使う事例の紹介

１．これまでの検討経緯と今回の論点
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２．渋滞対策の進捗状況



２.渋滞対策の進捗状況
２－１ 渋滞対策の進捗状況

一般道路

【平成25年1月公表】
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【平成26年8月末現在】

H24年度以降の渋滞対策箇所の進捗状況

主要渋滞箇所
382箇所

対策済
34
9%

対策中
109
28%

未対策
239
63%



２.渋滞対策の進捗状況
２－２ 渋滞対策の進捗状況(前橋・高崎エリア)

高崎エリア

前橋エリア
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３．対策済箇所の効果確認（フォローアップ）
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３.対策済箇所の効果確認（フォローアップ）
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凡 例

４車線

事業中

事業中
（群馬県施工）

開通前：平成25年11月10日（日）

至 東京

至 伊香保・草津

平成25年12月12日に
４車線開通

（2車線から4車線に拡幅）

（２）整備前後の状況

物流関係者の声

出典：平成26年7月 ヒアリング調査（高崎河川国道事務所）

観光関係者の声

出典：平成26年7月 ヒアリング調査（高崎河川国道事務所）
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凡 例

開通前

開通後

石原交差点 （休日）

７
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８
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９
時時
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時
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時
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時
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時
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時
16

時
17

時
18

時
19

渋滞なし

時
20

（３）整備効果
開通前の休日や連休などの利用時は、渋川

伊香保ICの出口より渋滞していた。渋川西
バイパスが開通し、流れがよくなった。

渋川伊香保ICからの出入り交通による渋
滞が緩和されたことで、お客様への交通
ルートの案内がしやすくなりました。さら
に渋川西バイパスが整備されることで、お
客様が周遊観光しやすくなることが想定さ
れます。

伊香保温泉
榛名山方面

四万温泉
草津温泉方面

600m

解消

至長野

・東京方面から伊香保温泉・草津温泉方面に向かう側の渋滞長

・調査日 開通前 平成２５年１１月１０日（日）

開通後 平成２６年 １月１９日（日）

群馬県

50
18

17

渋川西バイパス

主要渋滞箇所

主要渋滞箇所

３－１ 対策効果検証（渋川西バイパス）

○渋川伊香保ＩＣから伊香保温泉・榛名山方面や四万・草津温泉方面などへのアクセス路となる中村交差点～石原交

差点間 は２車線で交通のボトルネックとなっており、休日を中心に渋滞が発生していた。２車線から４車線に拡幅し、

開通したことより渋滞が解消。今後もプローブデータ等による分析を継続して実施し、対策効果を確認する。

（１）渋川西バイパス（中村交差点～石原交差点）の概要

至 伊香保・草津

至 東京

開通後：平成26年1月19日（日）



凡 例

事業中

凡 例

事業中

＜凡例＞
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12

３.対策済箇所の効果確認（フォローアップ）
（２）整備前後の状況

出典：平成26年7月 ヒアリング調査（高崎河川国道事務所）

至桐生

至前橋

開通前：平成25年6月21日（金）
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集計期間
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間野谷町 鹿 岩宿

旅
行
速
度

車線増設部

17.9km/h

23.4km/h

5.5km/h改善

開通前

開通後

物流関係者の声

鹿交差点の改良により、交差点の通過がス
ムーズになり、混雑が緩和されて、安全に通行
できるようになりました。

5.5km/h改善

鹿交差点（国道50号の桐生方面から前橋方
面へ向かう車線）は、直進車線が増設され、右
折車線が分離したことで、スムーズに通行でき
るようになりました。

物流関係者の声
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直進車線増設
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（３）整備効果

出典：平成26年7月 ヒアリング調査（高崎河川国道事務所）

３－２ 対策効果検証（前橋笠懸道路）

○みどり市笠懸町鹿交差点は、前橋笠懸道路の事業区間の中で特に交通渋滞が著しく発生する

箇所であった。交差点改良で前橋方面行き車線を１車線増設し、２車線で供用したことにより速

度低下が改善。今後もプローブデータ等による分析を継続して実施し、対策効果を確認する。

（１）前橋笠懸道路（鹿交差点）の概要

か
さ
か
け
ち
ょ
う
し
か

平成25年12月20日に
鹿交差点改良部供用

み
ど
り
市
笠
懸
町
鹿

み
ど
り
市
笠
懸
町
鹿

（進行方向）
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４．最新の交通状況による分析（モニタリング）結果
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主要渋滞箇所
382箇所

【一般道路】

【主要渋滞箇所の選定要件】
①平日昼間12時間平均速度が20㎞/ｈ以下の箇所
②平日朝昼夕（7～8時台、9～16時台、17～18時台）の時間帯旅行

速度のうち最低速度が20㎞/ｈ以下の箇所
③休日昼間12時間平均速度が20km/h以下の箇所

４－１ H25点検の結果、選定要件を上回る箇所（一般道路）

■群馬県域移動性（モビリティ）・安全性向上検討委員会選定箇所（一般道路３８２箇所）のモニタリング結果

４.最新の交通状況による分析（モニタリング）結果

○一般道路の主要渋滞箇所３８２箇所について、最新の民間プローブデータ（H25.1～12）にてモニタリングした
結果、選定要件の指標を上回る箇所は２４箇所。

○今後もモニタリングを継続し、交通状況の経過観察を行うと共に、要因分析を実施する。

主要渋滞箇所

選定時（H23）

今回の点検（H25)で
選定要件を上回る

箇所

合計 382箇所 24箇所
【拡大図】

凡　例

＜主要渋滞箇所＞

選定要件を下回る箇所

選定要件を上回る箇所

＜区間・エリア＞

主要渋滞区間

エリア

＜道路種別＞

高速道路

市町村道

一般県道以上

主な大規模商業施設

主要な駅

県庁

市役所・町役場

〈主要渋滞個所に隣接する主な施設〉

〈主要施設〉

Ｊ Ｒ

私鉄

エリア… 都市部等、混雑区間・箇所が面的に広がっており

複数路線に跨り複数の主要渋滞箇所を含む区域

区　間… 交差点等が連担するなど、速度低下箇所が連続しており

複数の主要渋滞箇所を含む区間
選定要件
を上回る
24箇所
6.3%

選定要件
を下回る
358箇所
93.7%



主要渋滞箇所選定時（H22）
今回の点検（H25)で選定
要件に該当しない箇所

高速道路
合計

高速道路
合計

外環外側 外環外側

検討委員会選定箇所 5 5 3 3

合計 5 5 3 3

○高速道路の主要渋滞箇所5区間について、最
新のネクスコデータ（H25.1～12）にてモニタリン
グした結果、選定要件に該当しない箇所は3区
間（関越自動車道 渋川伊香保IC～赤城IC、
高崎IC～前橋IC、上信越自動車道 藤岡JCT
～藤岡IC）

○今後も引き続き経過観察を行うと共に、要因
分析を実施する。

群馬県

前橋IC

関越自動車道
前橋IC～駒寄スマートIC

主要渋滞箇所の選定要件に該当しない区間
関越自動車道

高崎IC～前橋IC
高崎IC

駒寄スマートIC

渋川伊香保IC

赤城IC

主要渋滞箇所の選定要件に該当しない区間
関越自動車道

渋川伊香保IC～赤城IC

関越自動車道
駒寄スマートIC～渋川伊香保IC

藤岡JCT
藤岡IC

主要渋滞箇所の選定要件に該当しない区間
上信越自動車道

藤岡JCT～藤岡IC

【主要渋滞箇所の選定要件】
●外環外側
・渋滞量520km・h/年以上
・休日5%タイル旅行速度が

40km/h以下
・混雑度1.0以上

高速道路
（外環外側）

凡例

主要渋滞
箇所

15

４.最新の交通状況による分析（モニタリング）結果
４－２ H25点検の結果、選定要件に非該当となる箇所（高速道路）

【高速道路】
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５．優先対策箇所の選定方法・考え方



５. 優先対策箇所の選定方法・考え方
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５－１ 優先対策箇所の選定方法・考え方

○優先対策箇所は、事業進捗状況、データによる渋滞状況の確認結果及び現地の状況、地域の要望等を踏まえ決定する。

優先対策箇所

H25民間プローブデータ

【優先対策箇所の詳細検討】

①渋滞先頭位置（ボトルネック箇所）と 渋滞区間の特定

②速度データと渋滞要因項目の整理による渋滞要因分析（面的評価）

条件①
【事業進捗状況】

主要渋滞箇所の対策事業が完了

しているか

条件➁
【渋滞状況】

主要渋滞箇所の選定要件※の
全てに該当しているか

群馬県内の一般道における主要渋滞箇所（382箇所）

条件③
【現地状況や地元要望等】
・現地で渋滞が発生しているか

・都市計画等の戦略的対策があるか

・地域の要望があるか 等

※【主要渋滞箇所の選定要件】
①平日昼間12時間平均速度が20㎞/ｈ以下の箇所
②平日朝昼夕（7～8時台、9～16時台、17～18時

台）の時間帯旅行
速度のうち最低速度が20㎞/ｈ以下の箇所

③休日昼間12時間平均速度が20km/h以下の箇所

No

Yes

Yes
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５－２ 渋滞先頭位置（ボトルネック箇所）と 渋滞区間の特定

○渋滞先頭位置（ボトルネック）や渋滞が連続する区間及び渋滞の時系列変化を把握するために、速度コンター図による分析を行う。

ボトルネック性検証

7時台
8時台
9時台

10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

藤
ノ
木
東

石
原

国
土
交
通
省
前

中
村

元
町

渋滞発生位置と渋滞定着位置が変化する等、時系列の変化も把握する。

渋
滞
先
頭
位
置

渋
滞
先
頭
位
置

単独渋滞区間単独渋滞区間
集約渋滞区間

発
生

定
着

速度コンター図から、渋滞先頭位
置(ボトルネック)を特定し、渋滞
先頭位置が連続する箇所は、渋滞
区間として集約する。
(図中 を参照)
また、時系列の変化から、渋滞発
⽣位置と渋滞定着位置の変化につ
いても把握するものとする。

凡 例

20km/h未満

30km/h未満

40km/h未満

40km/h以上

データなし

５.優先対策箇所の選定方法・考え方

分析イメージ

渋
滞
先
頭
位
置
②

渋
滞
先
頭
位
置
①

渋滞区間の集約

複数のボトルネックを集約して、
1箇所の対策箇所として特定

より効果的な渋滞対策を⾏うた
めに、渋滞発⽣位置の特定や渋
滞区間の集約や渋滞の時系列変
化の把握を⾏う。
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５－３ 速度データと渋滞要因項目の整理による渋滞要因分析（面的評価）

○プローブデータの結果のみで把握できない要因について、下表に示す項目で整理を行い渋滞要因を分析する。プロー

渋滞要因分析

要因区分 整理項目（案）

混雑状況
速度・混雑度・ピーク時交通量

渋滞継続時間

沿道状況

観光資源

工業団地・住宅団地

大規模商業施設

イベント会場（競技場等）

主要駅（駅前広場）

道路構造

橋梁

踏切

車線構成

車線減少

幅員減少

右折専用車線

交差点形状
多枝交差点

クランク形状

道路線形 クランク・急カーブ

高速道路のIC
出口IC

入口IC

信号

道路交通状況
バス停

バス専用・優先レーン

・プローブデータから得られた道路速度データおよび沿道
の利用状況等を面的に整理し、渋滞要因を分析する。

面的整理

大型商業施設

工業団地

休日昼間の渋滞
・・・商業施設へのアクセス

平日ピーク時の渋滞
・・・工場への通勤

５.優先対策箇所の選定方法・考え方

渋滞

混雑

自由流
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６．「道路を賢く使う」観点での渋滞対策のあり方



６. 「道路を賢く使う」観点での渋滞対策のあり方

第４４回基本政策部会道路分科会資料抜粋 21



第１２回国土幹線道路部会 配布資料抜粋 22

６. 「道路を賢く使う」観点での渋滞対策のあり方



第１２回国土幹線道路部会 配布資料抜粋 23

６. 「道路を賢く使う」観点での渋滞対策のあり方



第１２回国土幹線道路部会 配布資料抜粋 24

６. 「道路を賢く使う」観点での渋滞対策のあり方
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６. 「道路を賢く使う」観点での渋滞対策のあり方

第１５回道路分科会 配布資料抜粋



第１２回国土幹線道路部会 配布資料抜粋

個別課題の対応の方向 （１）時間損失 ①渋滞

26

６. 「道路を賢く使う」観点での渋滞対策のあり方



第１２回国土幹線道路部会 配布資料抜粋

個別課題の対応の方向 （１）時間損失 ①渋滞

27

６. 「道路を賢く使う」観点での渋滞対策のあり方



個別課題の対応の方向 （２）交通事故

第１２回国土幹線道路部会 配布資料抜粋 28

６. 「道路を賢く使う」観点での渋滞対策のあり方
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（参考）群馬県内の「道路を賢く使う」事例紹介１

関越自動車道（前橋IC以北）は2車線で
交通容量不足による渋滞発生

↓
観光期に交通が集中

↓
渋滞が発生

↓

「道路を賢く使う」参考事例 その１

①サグ部を包括した付加車線の設置
②車線平準化による渋滞対策

出典：東日本高速道路(株)HP 平成23年3月設置

出典：東日本高速道路㈱HP

写真提供：東日本高速道路㈱

６. 「道路を賢く使う」観点での渋滞対策のあり方

②車線平準化による渋滞対策（関越自動車道 渋川伊香保IC付近）

①サグ部を包括した付加車線の設置（関越自動車道（上り）渋川伊香保IC
加速車線延伸）



高崎駅

至 渋川伊香保IC

至 本庄児玉IC

高崎駅

至 渋川伊香保IC

至 本庄児玉IC

至 駒形IC

至 吉井IC

30

（参考）群馬県内で「道路を賢く使う」事例紹介２

関越自動車道や北関東自動車道へのアクセ
スが分散され、高崎ICや前橋南ICを利用する主

要地方道高崎駒形線、高崎伊勢崎線等の幹線
道路の渋滞緩和を目的として「高崎玉村SIC」が
設置されました。利用台数は約5,000台/日。

「道路を賢く使う」参考事例 その２ 「道路を賢く使う」参考事例 その３

北関東道開通により、都心へアクセスするルー
トの経路選択が増え、利用者に賢い使い方を紹
介。

出典：東日本高速道路㈱HP

図 高崎玉村SIC利用台数（H26）

拡⼤図 出典：東日本高速道路㈱資料

図 高崎玉村SIC位置図 図 H25の平均所要時間比較（高崎JCT～川口JCT）

図 高崎JCT～川口JCTのルート選択 広報資料

６. 「道路を賢く使う」観点での渋滞対策のあり方

出典：東日本高速道路㈱HP

高崎駅

至 渋川伊香保IC

至 本庄児玉IC

至 駒形IC

至 吉井IC



６. 「道路を賢く使う」観点での渋滞対策のあり方
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（参考）群馬県内で「道路を賢く使う」事例紹介３

富岡製糸場の世界遺産への登録
↓

観光客が集中
↓

休日渋滞が発生
↓

「道路を賢く使う」参考事例 その４

①観光施設への適切な誘導
②施設周辺の駐車場案内
③駐車場から施設への案内

写真：国道１８号安中市岩井地先の岩井交差点付近
＜国道１８号上り線にて高崎市方面を望む＞



７．今後のスケジュールについて
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７.今後のスケジュールについて

平成24年度 平成25年度 平成26年度

6月 8月 11月 1月 6月 9月 年度内

群
馬
県
域
移
動
性
（
モ
ビ
リ
テ
ィ
）
・
安
全
性
向
上
検
討
委
員
会

◯
渋
滞
箇
所
等
の
特
定
方
針

◯
渋
滞
関
係
デ
ー
タ
の
共
有
、
意
見
交
換

等

（6
月
29
日
開
催
）

第
9
回
群
馬
県
域
移
動
性
（モ
ビ
リ
テ
ィ
）・安
全
性
向
上
検
討
委
員
会

◯
主
要
渋
滞
箇
所
候
補
の
選
定
の
考
え
方

◯
主
要
渋
滞
箇
所
候
補

◯
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
（
案
）

（8
月
6
日
開
催
）

第
10
回
群
馬
県
域
移
動
性
（モ
ビ
リ
テ
ィ
）・安
全
性
向
上
検
討
委
員
会

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
の
結
果
を
踏
ま
え
箇
所
の
提
示

（1
月
10
日
開
催
）

第
11
回
群
馬
県
域
移
動
性
（モ
ビ
リ
テ
ィ
）・安
全
性
向
上
検
討
委
員
会

主
要
渋
滞
箇
所
の
公
表

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施

11
月
9
日
～
11
月
18
日
実
施

◯
主
要
渋
滞
箇
所
の
対
応
の
基
本
方
針
の
検
討

◯
今
後
の
渋
滞
対
策
の
検
討
（
案
）

第
12
回
群
馬
県
域
移
動
性
（モ
ビ
リ
テ
ィ
）・安
全
性
向
上
検
討
委
員
会

主
要
渋
滞
箇
所
の
対
応
の
基
本
方
針
の
公
表

◯
優
先
対
策
箇
所
の
選
定
方
法
・
考
え
方

◯
最
新
の
交
通
状
況
に
よ
る
分
析
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）結
果
報
告

第
13
回
群
馬
県
域
移
動
性
（モ
ビ
リ
テ
ィ
）・安
全
性
向
上
検
討
委
員
会

33

○
優
先
対
策
箇
所
の
今
後
の
対
応
方
針
に
つ
い
て

◯
優
先
対
策
箇
所
の
抽
出
結
果
の
報
告

第
14
回
群
馬
県
域
移
動
性
（モ
ビ
リ
テ
ィ
）・安
全
性
向
上
検
討
委
員
会


